
- 1 -

優しく強い子に！ サッカーを楽しむことが何より大切 ！
それには仲間の気持ちを思いやることＣＯＮＳＩＤ

ＥＲＡＴＩＯＮ，尊敬することＲＥＳＰＥＣＴ，感謝
することＴＨＡＮＫＳの３つが絶対に必要です。
相手がペナに侵入してきても誰もチェックしない，

当たらないで２Ｍの至近距離で撃たれたシュート。Ｇ
Ｋ〇〇君はゴールからボールを取り出して前に送ると
き下を向いていました。止められなかったな自分に責
任を感じているのです。その〇〇君の気持ちに共感Ｅ
ＭＰＡＴＨＹすることも必要なのです。
９点取られる度にゴールからボールを取り出して前

へ送る〇〇君の気持ちを思いやれば，“次は絶対シュ
ートは撃たせないぞ！”“クロスを入れさせないぞ”
と思うはずです。点を取られるのはＧＫの責任ではな
く，７人いるフィールドプレーヤーがシュートをさせ

http://www.minamih.net/ なければ失点はないのですから。
１６・１２・１０（土） ９点も取られた試合の後でもくじけずに・めげずに
南ＮＥＷＳ ＮＯ８３ ＧＫを続けてくれる〇〇君・“スライド”“キーパー

”と大きな声でコーチングしてくれる〇〇君，パント
キックの精度を上げている〇〇君を尊敬し，感謝することが何より大切です。
失敗をした人自身が一番反省し，申しわけないと思っているのです。ましてや
ＧＫだけの責任ではないのです。それを責めてはいけませんね。それより次の
練習でＧＫとしてどんな練習をしてほしいかを考えることですね。前に飛び出
した時、相手のボールをどのようにして止めるか。奪うかを考えて
練習するのです。コーチのみなさんも考えてくれると想います。
矢上は（教えてなかったな，ゴメンな〇〇君）と呟いていました。
浦和ｖｓ鹿島のＣＳ決勝でＰＫを与えてしまった槙野選手が試合

後のピッチでフードを目深にかぶり，うなだれていました。ＷＣ最
終予選ｖｓ豪州戦，ディフェンシブサードまで戻って相手のボール
にチャレンジした原口選手がＰＫをとられたのを誰が責めるでしょうか。あの
チャレンジが必要だったかの議論，身体の入れ方等の技術的な面のアドバイス
はあるかと想いますが。
人の脳が活発に動き出すのは，楽しいとき・人の役にたったとき，ほめらた

とき，うまくできたときなどです。良いところを，できたことを認め合い・励
まし合い，ああだこうだとみんなで言い合いながら楽しくサッカ－を創ってい
けば，実り多いサッカーにつながっていくはずです。
ガキ大将（キャプテン）を中心にしてみんなで楽しいサッカーを創っていき

ましょう。それには遠く広く５つを観て，よい判断・選択でアイデアを持ち，
それを伝え合うコーチングをすることです。そしていいプレー，思い切ったシ
ュートに“ナイスヘッド”“ナイスチャレンジ”などの声をかけると盛り上がる
し，声をかけらられた子はさらに燃えて自信を持ってプレーすることになりま
す。失敗する度に“何やってんだよ！枠に入れろよ！”とか言われたら，しゅ
んとしてしまい，次はもうチャレンジできなくなります。安心してトライ・チ
ャレンジできないチームが楽しいサッカーができるでしょうか。勝てるチーム
になれるでしょうか。
教室でも同じです。間違いを笑い，バカにするクラスでは，安心して発言す

ることができず、発言の少ない元気のないクラスになってしまうのです。いじ
めにも繋がりかねません。矢上は３年生の関根君のお母さんの寺田小時代３・
４年生の時の担任でした。桃生君のお母さんは“とっても楽しかった”と言っ
てくれます。間違いを大切にして，〇〇君が間違えてくれたからみんなで考え
てよく分かったね。“教室は間違えるところ・間違いから正しいことを見つけて
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いくんだ”は静岡県の中学教師・槇田先生の言葉です。私の教室でも言い続け
実践してきました。悪口，ＧＡＭＢＡっている子にけちをつける言葉でなけれ
ば何を言ってもいいんだよと言って，その日，全員が発言するとクラスの宝物
にして漢字テスト全員合格などの他の目標達成の宝物と一緒に１０
個溜まったらお祝いにお楽しみ会とかをしていたのです。南のサッ
カーも楽しいクラブになってほしいのです。
失敗は責めずに，できたこと・チャレンジしたことを褒める，認

ほ

め合い・励まし合うチームになりましょう！！
これは南の一番大切な指導方針なのです。コーチのみなさんもシンクロコー

チングでどんどん褒めてあげてください。評価の高い体育の教師、授業の上手
い教師はみんなシンクロコーチングが上手です。 ｂｙ南のアンパンマン

白百合招待５年生 １２月３日 八王子市立船田小学校
〇チームのめあて：つるべの陣形をしっかりする／声を出してパスをもらう／コーチング／
技を使う
（予選リーグ）第一試合 ×南八王子 0-9 白百合R 前半 0-6 （15分ハーフ）

第二試合 ×南八王子 0-3 等々力 前半 0-2 （15分ハーフ）
（5-6位：順位決定戦）第三試合 ×南八王子 0-4 白百合W 前半 0-3 （20分ハーフ）
第一試合：開始早々前半 2分にCKで失点、その後つまらないミスから失点して集中が
切れ、ミドルシュートを許してしまいます。続けてCKで 2失点し、前半 13分までに 5
失点。大きく崩されていないのに大差がついてしまい、以降は終始ペースが上がらないまま
タイムアップ。優勝した白百合R相手でしたが、完敗でした。
第二試合：前半 3分、松風君のスルーパスから野宮君シュートと五分以上の戦いをしま
したが、同 5分、同 9分にゴール前でボールウォッチャーになり連続失点。同 13分、相
手GKからボールを奪った野宮君のシュートはサイドネット。後半も野宮君は惜しいシュ
ートが 2本、PKかと思われる場面も作りました。終了間際の周君の FKは惜しくもポス
ト左に外れました。
第三試合：ファーストシュートを南が打つスタートでしたが、またも前半 7分にゴール
前でこぼれ球を先に押し込まれ失点。同 9分に内田君のクロスに周君が合わせるもGK正
面。同 16分に真ん中から崩され失点、同 18分にはロングシュートで失点。後半 16分に
もゴール前で押し込まれ失点。

今日の試合を振り返って

1位決定戦は白百合R対瑞穂三小でした。全員で観戦しました。3位の
バディも合わせ、上位3チームは今日の南のようにごちゃごちゃした
状態が少なく、一人一人が顔を上げてボールを持つ空間と時間が確保
されています。スペースへの動きとパススピードの速さ、お互いへの

コーチングがこの空間と時間を作り出しています。

また、この3チームとの南とでは走るスピード、判断のスピード、相
手に当たるパワー、キックするパワーに大きな差がありました。4年
生にとっては、フィジカルは仕方ないところもありますが、この差は

運動能力の差というよりも「全力を出す」ことへの意識の差ではない

かと感じました。自分では100%の力を出していると思っていても、
まだ本当は20%くらいしか出していないのかも知れません。練習で突
きつめていきましょう。

ｂｙ中村コーチ
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